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は
じ
め
に

讃
岐
国
来
光
寺
の
僧
固
浄
の
編
に
な
る

『山
家
集
抄
』
は
、
そ
の
外
題
通
り
西

行

の

『山
家
集
』
の
注
釈
書
で
、
天
明
四
年
九
月
の
太
田
文
友
等
の
序
文
、
天
明

七
年
二
月
十
六
日
の
麦
中
齋
桐
谷
誌

の
序
巻
践
、
及
び
天
明
七
年
五
月
十

一
日
の

藤
原
高
サ
の
践
文
を
備
え
、
寛
政
七
年
春

に
京
都
の
風
月
荘
左
衛
門

・
吉
田
四
郎

右
衛
門
の
相
版

で
出
版
さ
れ
た
。
も

っ
と
も

『
山
家
集
』
の
注
釈
書
と
は
い
え
、

『西
行
家
集
』
『新
古
今
集
』
『夫
木
抄
』

『御
裳
濯
河
歌
合
』
『宮
河
歌
合
』
『新
勅

撰
集
』
『続
後
撰
集
』
『新
拾
遺
集
』
『
千
載
集
』
な
ど
か
ら
加
増
さ
れ
た
歌
も
少

な
く
は
な
く
、
四
季
歌
計
七
百
八
十
二
首
を
収
録
す
る
。

平
成
十
七
年
六
月
、
奈
良
大
学
が
京
都

の
竹
苞
楼

(現
竹
苞
書
楼
)
か
ら
譲
り

受
け
た
約

二
千
五
百
枚
の
板
木

の
中
に
、
こ
の

『山
家
集
抄
』
の
四
丁
張
り
の
板

木
三
十
三
枚
が
含
ま
れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
版
本
と
対
校
し
て
み

る
と
、
失
わ
れ
た
板
木
は
十
九
枚
と
考
え

ら
れ
、
全
体
の
約
六
割
が
残

っ
た
計
算

に
な
る
。
そ
れ
ら
の
板
木
を
眺
め
て
い
る
と
、
従
来
の
概
念
で
は
理
解
出
来
な
い

極
め
て
興
味
深

い
入
木
が
認
め
ら
れ
る
。

一
般

に
入
木
と
い
う
と
、
「版
木
製
作
後
に
訂
正
が
必
要
に
な

っ
た
場

合
、
版
木
の

一
部
を
削
り
と

っ
て
、
新
た
に
そ
の
部
分
に
小
片
を
埋
め
込

み
、
補
刻
す
る
こ
と
」
(平
成
十

一
年
岩
波
書
店
刊

『日
本
古
典
籍
書
誌

学
辞
典
』
「入
れ
木
」
の
解
説
)
と

い
う
ふ
う

に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

が
、
「入
れ
て
か
ら
彫
る
」
の
で
は
な
く

「彫

っ
て
か
ら
入
れ
る
」

の
が

実
態
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
拙
稿

(奈
良
大
学
総
合

研
究
所
特
別
研
究
報
告
書

「板
木
二
題
」
平
成
十
四
年
三
月
)
で
指
摘
し

た
。
そ
の
稿
は
京
都
の
藤
井
文
政
堂
現
蔵

・
旧
蔵
の
板
木
約
千
二
百
枚
と

奈
良
の
大
仏
殿
前

の
絵
図
屋
筒
井
家
の
板
木
百
二
十
枚
余
の
調
査
報
告
と

し
て
纏
め
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
竹
苞
楼
の
板
木
の
調
査
を
も
進

め
る
に

つ
れ
、
「彫

っ
て
か
ら
入
れ
る
」

の
が
実
態
で
あ

っ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
確
信
を
深
め
る
の
と
同
時
に
、
入
木
は

「版
木
製
作
後
に
訂
正
が

必
要
に
な

っ
た
場
合
」
だ
け
に
す
る
の
で
は
な
く
、
他
に
も
実
に
多
様
な

や
り
方
が
あ
る
こ
と
が
判

っ
て
来
た
。
現
存

『山
家
集
抄
』
の
板
木
は
そ

平成19年8月31日 原稿受理*文 学部国文学科教授
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の
入
木

の
多
様
性
の

一
斑
を
如
実
に
示
し
て
く
れ
る
史
料
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
稿
で
は
、
『山
家
集
抄
』

の
出
版
に
至
る
経
緯
を
押
さ
え
た
上
で
、

入
木
を
含
め
残
存
板
木
の
状
況
を
報
告
し
、
近
世
出
版
工
房
の
作
業
工
程
の
問
題

に
踏
み
込
ん
で
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
以
下
の
論
中
で

『山
家
集
抄
』
か

ら
の
引
用
文

に
は
、
私
に
句
読
点

・
濁
点

を
付
し
た
。
ま
た
、
版
本

・
板
木
か
ら

採

っ
た
図
版
は

一
括
し
て
巻
末
に
掲
げ
て
あ
る
。
板
木
の
図
版
は
、
判
り
易

い
よ

う
に
鏡
面
で
示
し
た
。

版
本
書
誌

先
ず
初
め
に
、
奈
良
大
学
蔵
本
に
よ
っ
て
、
『山
家
集
抄
』
版
本
の
書
誌
に
つ

い
て
述
べ
て
お
く
。
半
紙
本
五
冊
。
㎜
×
魏
粍
。
浅
標
色
龍
紋
空
押
し
元
表
紙
。

綴
糸
、
薄
藍
色

(後
補
か
)
。
五
冊
と
も
双
辺
白
地
元
題
籏
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

よ
う
に
あ
る
。
「増
/
補
山
家
集
抄

西
行
聖
人
傳
/
序
凡
例

一
」
「増
/
補
山
家
集
抄

春
上
中

二
」
「増
/
補
山
家
集
抄

春
下
/
夏
全

三
」
「増
/
補
山
家
集
抄

秋
上
中

四
」
「増
/
補
山
家
集
抄

秋
下
/
冬
全

五
」
。
表
紙
に
つ
い
て
は

一
冊
め
の
そ
れ

を
図
版
1
に
、
題
籏
は
五
冊
全
て
を
図
版

2
に
示
し
て
あ
る
の
で
そ
ち
ら
で
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。
本
文
は
、
板
芯
上
部
に
書
名
を
、
下
部
に
○
印
を
添
え
て
丁
付

を
入
れ
る
。
こ
れ
を

一
覧
に
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

二三

 

四五

山
家
和
歌
集
抄

(

空

白

)

山
家
和
歌
集
巻

一

山
家
和
歌
集
抄

山
家
和
歌
集
抄
二

山
家
和
歌
集
抄

山
家
和
歌
集
抄
三

山
家
和
歌
集
抄

山
家
和
歌
集
抄
四

　 　 　 　

夏 目 春 目 春 目 春 目
録 下 録 中 録 上 録
))))

 

山
家
和
歌
集
抄
五
六
目
録

山
家
和
歌
集
抄
五

山
家
和
歌
集
抄
六

山
家
和
歌
集
抄
七
目
録

山
家
和
歌
集
抄
七

山
家
和
歌
集
抄
八
目
録

山
家
和
歌
集
抄
八

山
家
和
歌
集
抄
九
目
録

山
家
和
歌
集
抄
九

山
家
和
歌
集
抄
蹟

秋
上
秋
中
上

秋
中
下

秋
下

久

〇
三
～
○
計
四

〇

一

〇
二
～
〇
十
八
終

○〇

一
～
〇
十
九

〇〇

一
～
〇
十
四

〇〇

一
～
〇
十
九

〇〇

一
～
〇
十

一

〇
十
二
～
○
廿
五

〇〇

一
～
〇
十
六

〇〇

一
～
○
廿
三

〇〇

一
～
○
廿
六

〇
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冊
数

板
芯
上
部
の
標
示

一

山
家
和
歌
集
抄
序

○ 板
一 芯
'下

○ 部
二 丁
付

冊

一
は
序
巻
で
、
「山
家
和
歌
集
抄
序
」
(天
明
四
年
九
月
中
旬
太
田
文
友
等
書
)

「西
行
法
師
賛
」

(艸
薦
龍
公
美
述
)
「西
行
聖
人
伝
」
(不
可
思
議
撰
深
草
元
政
上
人



永井 『山家集抄』の入木27

也
)
〔西
行
伝
〕
「諸
伝
異
考
」
「
い
つ
は
り
を
伝
た
る
事
」
「実
伝
た
る
べ
き
事
」

「系
図
井
二
墓
所
の
事
」
「聖
人
俗
位
井
法

号
の
事
」
「聖
人
と
称
す
る
事
」
「聖
人

の
和
訓
井
通
難
」
「歌
堪
能

の
事
井
師
と
す

べ
き
事
」
「
西
行
上
人
和
歌
風
体
事
」

「歌
の
徳
の
事
」
「撰
者
の
事
」
「題
号
の
事
」
「聖
像
を
造
れ
る
事
」
「歌
数
の
事
」

「諸
抄

の
評
」

「凡
例
」

「依
実
録
追
加
考
補
伝
」
「山
家
和
歌
集
抄
印
刻
序
巻
践
」

(天
明
七
年
二
月
十
六
日
麦
中
齋
桐
谷
誌
)
を
収
録
。
以
下
、
冊
二
か
ら
冊
五
の

四
冊
に
四
季
別
に
西
行
詠
歌
と
そ
の
注
釈
を
収
め
、
冊
五
終
丁
の
天
明
七
年
五
月

中
旬
藤
原
高
サ
誌
の
践
文
末
尾
に

西
行
聖
人
六
百
年
忌
正
當

寛
政
七
乙
卯
春
新
刻

と

刊

記

を

入

れ

る

。

い
ま

巻

別

に

「
目

録

内

題

」

と

、

次

の
よ

う

に
な

る

。

巻 巻 巻 巻 巻 巻
五 四 三 ニ ー 数

目
録
内
題

春
歌
上

春
部
巻
中

夏
部
歌

秋
歌
上

風
月

荘
左
衛
門

吉
田
四
郎
右
衛
門

「抄
文
内
題
」
「本
文
内
題
」
を

一
覧
に
し
て
み
る

七
十
八
首

花
の
巻
上

五
十
七
首

花
の
巻
下

(歌
数
不
記
)

六
十
首

抄
文
内
題

た

つ
春

の
巻

ま

つ
花

の
巻

ち

る
花

の
巻

衣
が

へ
の
巻

初
秋

の
巻

八
十

二
首

六
十
首

本
文
内
題

春
上

春
歌
中

春
歌
下

夏
歌

秋
歌
上

巻 巻 巻 巻
九 八 七 六

秋
歌
中

月

の
巻
上

月

の
巻
下

秋
歌
下

冬
歌

八
十
首

ゆ
ふ
月
よ

の
巻

六
十
七
首

月
の
ま
き
下

(歌
数
不
記
)
は

つ
雁

の
ま
き

(歌
数
不
記
)
初

し
ぐ
れ
の
巻

八
十
首

秋
歌
中
之
上

秋
歌
中
之
下

秋
歌
下

冬
歌

歌
数
を
記
す
巻
と
そ
う
で
な

い
巻
が
あ
る
が
、
記
し
て
い
る
巻
も
必
ず
し
も
正

確
で
は
な
く
、
実
数
を
か
ぞ
え

て
み
る
と
、
巻

一
が
七
十
七
、
巻

二
が
九
十
七
、

巻
三
が
八
十
二
、
巻
四
が
百
十
、
巻
五
が
六
十
、
巻
六
が
八
十
、
巻
七
が
六
十
七
、

巻
八
が
九
十
八
、
巻
九
が
百
十

一
で
、
合
計
七
百
八
十
二
首
。
次
に
本
文
の
版
式

で
あ
る
が
、
匡
廓
は
巻

一
の
み
四
周
単
辺
。
他
は
す
べ
て
、
左
右
の
匡
廓
が
双
辺
。

ま
た
、
巻

一
は
匡
廓

の
縦
が
や
や
長
い
。
お
そ
ら
く
そ
の
版
式
と
関
係
す
る
の
で

あ
ろ
う
が
、
行
数
も
巻

一
の
み
が
半
丁
十
八
行
で
、
他
は
十
七
行
と
な

っ
て
い
る
。

次
に
版
下
で
あ
る
が
、
巻

一
と
巻
二

・
三

・
四
と
で
は
や
や
印
象
が
違
う

(巻

一

は
整
い
、
二

・
三

・
四
は
崩
れ
た
感
じ
)
も
の
の
、
同
筆
と
見
ら
れ
る
。
巻
五
～

九

(含
、
践
文
)
は

一
筆
で
、
巻

一
～
四
と
は
別
筆
。
序
巻
は
文
字
が
小
さ
く
、

は

っ
き
り
と
は
判
ら
な
い
が
、
巻

一
～
四
と
同
筆
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
版

式
に
つ
い
て
は
、
図
版
8

・
9

・
10
を
参
照
さ
れ
た
い
。
因
み
に
、
各
巻
冒
頭
部

の
目
録
の
形
式
も
、
巻

一
～
四
の
春

・
夏
の
部
は
文
字
が
小
さ
く
、
巻
五
～
九
の

秋

・
冬

の
部
は
文
字
が
大
き

い
と

い
う
違

い
が
あ
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た

い
。
な
お
、
国
文
学
研
究
資
料
館
か
ら
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写
真
に
よ
れ
ば
、
表

紙
の
色

・
模
様
は
不
明
な
が
ら
、
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
本

『山
家
集
抄
』
も
半

紙
本
五
冊
で
、
五
冊
と
も
元
題
籏
が
あ
り
奈
良
大
本
と
同
版
。
本
文
も
同
じ
で
、
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同
版
で
あ
る
。

二
種
の
題
籏
は
そ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二

残
存
板
木

一
覧

三

板
木
の
伝
来

総 合 研 究 所 所 報

さ
て
、
残
存
板
木
三
十
三
枚
を

一
覧
に
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
版
本
と
対

校
し
て
み
る
と
、
網
掛
け
で

「欠
」
と
し
た
板
木
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
失
わ
れ
た
板
木
の
仕
立
て
方
を
推
測
し
て
み
る
と
、
「欠
2
」
の
序
19
～
22
、

「欠
5
」

の
巻
三
5
～
8
は
そ
れ
ぞ
れ
四
丁
張
り
で

一
枚
。
「欠
1
」

の
序
1

.
2

は
、
「欠

3
」

の
序
33
、
「欠
4
」
の
巻
ニ
ー9
と
組
み
合
わ
せ
て

一
枚
で
あ

っ
た
と

思
わ
れ
る

「欠
8
」

の
巻
八
目
録
と
ー
～
23
の
合
計
24
丁
が
六
枚
。
「欠
9
」

の

巻
九
目
録
と
ー
～
23
の
合
計
24
丁
が
同

じ
く
六
枚
。
「欠
6
」

の
巻
七
目
録
と
ー

～
9
の
10
丁
及
び

「欠

7
」
の
巻
七
12
～
16
で
合
わ
せ
て
15
丁
に
な
る
の
で
、
こ

れ
で
四
枚
。
失
わ
れ
た
板
木
は
合
計
十
九
枚
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
も
と
も
と
揃
い
の
板
木
は
全
部
で
五
十
二
枚
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
丁
の
収
め
方
は
概
ね
順
番
で
あ
る
が
、
板
木
番
号
蹴

・
硲
の
よ
う
に
意
図
的

に
丁
の
順
番
を
ば
ら
し
た
板
も
散
見
す
る
。
な
お
、
題
籏

の
板
木
は
板
木
番
号
脇

に
巻

一
の
17

・
18
丁
と
共
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
図
版
3
に
拓
本
で
示
し
た

よ
う

に
、
管
見
版
本
と

一
致
す
る
五
枚

一
組
と
、
「増
補
」

の
角
書
を
持
た
な

い

五
枚

一
組
、
そ
れ
に
合
冊
用
か
と
思
わ
れ
る
単
独

の

一
枚
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

普
通
に
考
え
れ
ば

「増
補
」
の
角
書
を
持

た
な
い
題
籏
が
先
行
す
る
は
ず
で
、
こ

の
題
籏
を
貼

っ
た
版
本
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
が
、
未
見
。
後
述
す
る
よ
う
に

『
山
家
集
抄
』
は
予
定
よ
り
大
幅

に
刊
行

が
遅
れ
た
と

い
う
事
情
が
あ
る
の
で
、

さ
て
、
先
に
も
見
た
よ
う
に

『山
家
集
抄
』
は
寛
政
七
年
春
に
風
月
荘
左
衛
門

と
吉
田
四
郎
右
衛
門
の
相
版
形
式
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
い
つ

ど

の
よ
う
な
経
緯

で
竹
苞
楼

へ
動
い
た
の
か
は
よ
く
判
ら
な

い
。
が
、
『禁
秘
御

紗
階
梯
』

(滋
野
井
公
麗
著
、
安
永
五
年
奥
)

の
板
木
が

「滋
野
井
家
御
藏
板

京
都
二
條
通
冨
小
路
東
江
入
北
側
書
林
吉
田
四
郎
右
衛
門
」
と
彫
り
こ
ん
だ
刊
記
の
板

も
含
め
ほ
ぼ
揃
い

(四
丁
張
り
四
十
二
枚
と
二
丁
張
り
二
十
七
枚
)
で
、
ま
た
吉

田
四
郎
右
衛
門
が
吉
田
屋
新
兵
衛
ら
と
刊
記
部
に
名
前
を
連
ね
る

『獅
子
巌
和
歌

集
類
題
』

(湧
蓮
著
、
吉
田
元
長
編
、
文
化
十
三
年
刊
)
の
板
木
十
枚
ほ
ど
が
や

は
り
竹
苞
楼
に
伝
わ

っ
て
来
た
こ
と
を
思
う
と
、
竹
苞
楼
の

『山
家
集
抄
』
の
板

木
は
吉
田
四
郎
右
衛
門
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
幕
末
近
い
こ
ろ
の
も
の
と
思
わ
れ

る
竹
苞
楼
の
記
録

『竹
苞
楼
蔵
板
員
数
』
に

「山
家
集
抄

四
丁
張
廿
四
枚

相

合

〆
三
軒
之
二
軒
分
」
と
、
ま
た
明
治
七
年
三
月
の

『板
木
分
配
帳
』
に

「山

家
集
抄

四
丁
張
廿
四
枚
」
と
あ
り
、
「廿
四
枚
」
と
い
う
数
字
は
現
存
枚
数
三

十
三
と
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
さ
ら
に
明
治
十
六
年
の

『蔵
板
仕
入
簿
』
の

『山
家
集

抄
』
の
項
に
は
次
の
付
箋
が
あ
る
。
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29 永井 『山家集抄』の入木

表1『 山家集抄』残存板木一覧

板木番号

68

巻数

序

収録丁数 寸法(丈 ・幅 ・厚 さ)粍

灘舞i灘難鑛 懸霧ii雛灘繋欝灘響雛 職 灘響糞饗蓬
3.4,5.6 745×193×15

247 序 7.8,9.10 743×192×19

25 序 12.13,11.14 776×194×19

757 序 15.16,17.18 739×195×15

:"溢烈
:鷲譲 議 鱗

撫1ご1}購遷 瀬繋癬購 擁灘 瓢 ∴姿1湿鞠1珊 塗Y
242 序 25.26,32.34 776×195×18

253 序 29.30,28.31 777×194×18
-'ポ" 、"、 嗣 孔'㌦し'弗'・'"ま 、

猛灘鑑譲欝繍懸 劃
'鱒◎ 寵

、醜:ゴ1:〆で寵3曇 ◎ ・鰐

19 一 1.2,3.4 765×192×22

840 一 5.6,7.8 753×198×20

246 一 9.10,11.12 746×197×18

250 一 13.16,14.15 755×195×22

245 一 17・18終 、題 簑3種 750×197×22

266 二 目録、3丁 分白板 731×194×19

254 二 1.2,3.4 727×183×18

249 二 5.8,6.7 744×193×18

212 二 9.10,11.12 729×189×18

839 二 13.14,15.16 731×190×18

ll:鱒蘇 濾;撫 妻1;謙:劃lll衡きご誉 ∫・ジ}避 ど ＼'で1'.◎1唱 」

63 三

"、』.".

1.2,3.4 728×189×19

蹴 三鱗隅 鱗 …'.;:懸翼 翻 ゆ,灘 徽 泰3説 ζ◎ ∴:・ll'、、照 ぐ 還:
28 三 9.10,11.12 732×187×18

60 三 ・二 13・14、 巻 二 の17・18 745×193×18

256 四 1.4,2.3 730×200×16

248 四 5.8,6.7 728×192×18

293 四 9.10,11.12 745×194×19

170 四 13.14,15.16 745×193×19

65 四 17・18、19・ 白 板 733×193×19

53 五 巻 五 ・六 の 目録 ・1、2・3 738×198×19

62 五 4.5,6.7 737×194×18

837 五 8.9,10.11 738×194×19

255 六 12.13,14.15 743×194×20

257 六 16.17,18.19 747×197×16

20 六 20.21,22.23 743×193×18

258 六 ・序 24・25、 序 巻23・24 742×195×20

獲 灘::;_. ;1◎ 灘t:・

四、 τ 、ヤ' 、 、'r

禰 鍛ご輔 ご磯 驚饗∵ ∴ ズ＼∴Y
619

叱玉

七 ・序 ・四 巻 七 の10・11、 序 巻27、 巻 四 目録 730×190×19
'#

'>r:a
"'r

F
、、}望'{

灘鷹諌}説、,

','【 【 七,,',℃

、,,、 馬q

嘗"ラ き璽 "♂ ヤ'
"、"ヤ ・ ・"・'、 ・

磁 賊 纈 轡撚 ごラい 惑∴,▽ ∴ し.'ゴ∴'・
絢 噸嗣 、轟 ・

饗'灘琴驚 饗 灘
属:灘撫

,#

欝蕪:葦蓬嚢 撫τ ド楠'1
、、'≒,1轡 、,1

漏 一!熱 。
蹴 乱∵ 、A

騨馳灘

、 、,索糧i欝 欝1蘇 蒙輸 繍:』 糟
一 垂≒酬 、,.
'㌔ 、

～受'・1

838 九24・25、26・ 践 722×200×17
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大
正
五
年
七
月
板
木
調

山
家
集
抄

(
一
)

(
二
)

(三

)

(四

)

(五

)

(
六

)

(
七

)

(
九

)

天
地
五
寸
五
分

外
題

増
補
山
家
集
抄

山
家
集
抄

一
本
外
題

・一 五 五

本 本 本

 

一
ヨ
リ
十
八
迫

(終
)

一
ヨ
リ
十
八
造

一

二

三

四

九

十

十

一

一
ヨ
リ
十
九
迫

(終
)

五
六
目
録

一

二

三

四

五

十

一

十
二

十
三

十
四

十
五

廿

廿

一

廿
二

廿
三

十

十

一

廿
四

廿
五

廿
六

践

十
二

十
三

十
四

六

七

八

九

十

十
六

十
七

十
八

廿
四

廿
五

(終
)

十
九

序
巻
の
分
に
つ
い
て
記
さ
な

い
の
は
不
審
で
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
巻
に
つ
い

て
こ
れ
を
先
の
残
存
板
木

一
覧
表
と
対
照
し
て
み
る
と
ほ
ぼ

一
致
し
、
「欠
2
」

の

一
枚
を
除
く

「欠
」
の
板
は
も
と
も
と
竹
苞
楼
に
は
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
。
序
巻
の
分
は
た
ぶ
ん
記
載
洩
れ
で
、
大
正
五
年
当
時
や
は
り
竹
苞
楼
の
手
許

に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
竹
苞
楼
は
幕
末

近
い
頃
ま
で
に

『山
家
集
抄
』
の
板
木

五
十
二
枚
の
う
ち
三
十
四
枚
を
買

い
取
り

、
そ
れ
を

「
三
軒
之
二
軒
分
」
と
し
て

も
う

一
軒

の
本
屋
と

「
相
合
」
で
所
持
し
て
い
た
が
、
大
正
五
年
以
降

「欠
2
」

の
板

一
枚
が
お
そ
ら
く
は
虫
損
の
た
め
失
な
わ
れ
、
現
在
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

四

成
立

固
浄
が
何
時
頃
か
ら
こ
の
書
の
編
集
に
取
り
掛
か

っ
た
か
は
は

っ
き
り
し
な
い

が
、
巻
七
の
奥
に

「秋
巻
天
明
三
卯
師
走
十
日
よ
り
始
て
、
元
旦
に
も
是
を
か
く

と
て
、
古
人
の
心
を
く
み
て
し
る
さ
ん
と
先
若
水
を
硯
に
ぞ
す
る
。
同
辰
正
月
七

日
此
巻
注
し
卒
ぬ
。」
と
あ
り
、
天
明
四
年

一
月
に
は
秋

の
巻
ま
で
筆
を
進
め
、

そ
し
て
巻
九

の
奥
に

「此
四
季
の
巻
々
こ
ぞ
の
長
月
よ
り
天
明
四
年
辰
の
今
年
閏

正
月
上
旬
ま
で
に
清
二
書
シ之
.
}卒
.
.
。」
と
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
天
明
四
年

閏
正
月
上
旬
に
は
清
書
は
完
了
し
て
い
た
筈
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
太
田
文
友
等

の
序
も
同
年
九
月
に
は
調
え
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
が
、
何
か
の
事
情
で
刊
行
に

取
り
掛
か
る
の
が
遅
れ
た
も
の
ら
し
く
、
巻
九
に
添
え
ら
れ
た
藤
原
高
サ
の
賊
は

天
明
七
年
五
月
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
刊
記
に
よ
れ
ば
、
出
版
は
大
幅

に
遅
れ
、
八
年
後
の
寛
政
七
年
春
に
ず
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間

の
事
情
に
つ
い
て
は
、
巻

一
の
奥
に
固
浄
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

天
明
七
丁
未
の
夏
書
林

へ
請
と
り
て
梓
を
催
せ
し
が
、
同
申
の
正
月
晦
都
の

大
火
に
此
抄
も
類
焼
と
聞
ゆ
。
さ
は
西
聖
人
の
本
意
に
か
な
は
で
う
せ
し
な

ら
ん
、
さ
れ
ば
と
て
別
に
写
貯
し
本
も
な
け
れ
ば
、
連
年
の
功
も
夢
と
な
り

ぬ
。
病
身
再
び
抄
せ
ん
力
も
な
く
、
か
く
て
止
な
ん
と
思
ふ
に
、
同
じ
秋
の
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永井 『山家集抄』の入木31

比
、
序
巻
と
秋
冬
の
部
残
て
侍
し
と

て
頻
に
再
著
を
こ
は
る

・
ま

・
、
既
に

大
都
の
回
録
に
小
冊
の

・
こ
り
し
は
冥
加
も
や
と
覚
て
、
同
十

一
月
春
の
巻

を
艸
し
、
今
酉
閏
六
月
に
夏
の
巻
を
功
を
卒
て
塊
市

へ
送
る
。
今
年
正
し
く

マ
マ

聖
人
六
百
年
忌
に
当
れ
り
。
誠
に
時
至
り
侍
る
に
や
と
悦
て
筆
を
閣
く
も
の

な
ら
し
。

つ
ま
り
、
天
明
七
年
夏
か
ら
出
版
に
取
り
掛
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
八
年
正

月
の
京
都
大
火
で

『山
家
集
抄
』
も
類
焼
し
、

一
度
は
出
版
を
断
念
し
た
も
の
の
、

八
年
秋
に
序
巻
と
秋

・
冬

の
部
が
残

っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
書
林
に
乞
わ
れ

る
ま
ま
、
八
年
秋
に
春

の
巻
を
、
西
行
六
百
年
忌
に
当
た
る
寛
政
元
年
閏
六
月
に

夏
の
巻
を

「再
著
」
し
て
塊
市

(こ
こ
は
書
林

の
意
か
)
へ
送

っ
た
の
だ
と
い
う
。

「
此
巻
、
京

に
て
焼
失
之
間
、
天
明
八
年
申
冬
重
て
考
二
諸
書

一記
レ
之
。
明
春
聖

人
六
百
年
忌
正
当
た
る

こ
よ
り
、
為

追
善
報
恩

・急
々
書
集
之
。
応
二一一所
誤
多
ク

有
一レ
之
。
後

の
君
子
、
是
を
正
し
給

へ
。
」
(巻
二
奥
書
)
「西
聖
人
遁
世
の
前
年

京
大
火
、
亦
六
百
年
忌
の
前
年
に
大
火
、
此
巻
焼
失
し
て
重
て
著
述
す
。
酉
年
閏

六
月
二
日
書
二
之
於
京
師
ノ
旅
館
。」

(巻

三
奥
書
)
「此
巻
閏
六
月
六
日
固
浄
書

之
卒
。」
(巻
四
奥
書
)
と
あ
る
の
も
、
春
夏

の
巻

「再
著
」
の
経
緯
を
記
し
た
も

の
。
こ
れ
ら
の
奥
書
か
ら
は
、
焼
け
た
の
が
清
書
原
稿
な
の
か
そ
れ
と
も
板
木
な

の
か
分
か
り
に
く
い
が
、
先
に
も
触
れ
た

よ
う
に
春
夏

の
部
と
秋
冬
の
部
と
で
は

版
下
の
筆
跡
が
替
わ

っ
て
い
る
こ
と
、
冒
頭
部
の
目
録

の
形
式
が
違
う
こ
と
か
ら

し
て
、
焼
け
た
の
は
板
木
で
あ

っ
た
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。

つ
ま
り
、
『山
家
集

抄
』
は
天
明
七
年
末
も
し
く
は
八
年
春
を
目
途
に
出
版

の
準
備
が
進
め
ら
れ
板
木

も
彫
刻
済
み
で
あ

っ
た
の
だ
が
、
八
年
正
月
の
大
火
で
春
夏
の
巻
の
板
木
が
焼
け
、

固
浄

の

「再
著
」
を
経
て
寛
政
元
年
閏
六
月
以
降
に
そ
の
分
を
補
刻
し
、
出
版
の

段
取
り
を
整
え
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
図
版
11
に
示
し
た
よ
う
に
、
刊

記
部
の
年
記

「
西
行
聖
人
六
百
年
忌
正
當
/
寛
政
七
乙
卯
春
新
刻
」

の
二
行
目

「春
」
は
明
白
な
入
木
、
「七
乙
卯
」
も
入
木
と
認
め
ら
れ
る
。

一
行
目
に

「西
行

聖
人
六
百
年
忌
正
當
」
と
彫

っ
て
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と

「七
乙
卯
」

の
と
こ
ろ

は
、
最
初

「元
己
酉
」
と
あ

っ
た
筈
。
そ
の
刊
記
を
持
つ
版
本
の
存
在
も
想
定
さ

れ
る
が
、
寛
政
元
年
に
板
木
は
彫
整
済
み
で
あ

っ
た
も
の
の
大
火
後

の
混
乱
も
あ

っ
て
出
版
が
大
幅
に
ず
れ
込
み
、
寛
政
七
年
の
実
際
の
刊
行
時
に
刊
記
部
を
触

っ

た
と
今
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
お
き
た
い
。

五

『山
家
集
抄
』
の
入
木

1

本
文
の
入
木

で
は
こ
こ
で
、
話
を
本
題
に
戻
そ
う
。
こ
の
稿
の
目
的
は

『山
家
集
抄
』
の
板

木
を
手
掛
か
り
と
し
て
入
木
の
多
様
性
を
見
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
「版
木
製
作
後

に
訂
正
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
」

の
入
木
は
も
ち
ろ
ん

『山
家
集
抄
』
本
文
に
も

認
め
ら
れ
る
。
特
に
目
新
し
い
こ
と
で
も
な
い
が
、
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
図
版

4
は
板
木
の
残
る
巻
四
の
11
丁
裏
。
図
版
5
は
そ
の
右
上
の
部
分
を
原
寸
で
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
「水
無
瀬
川
を
ち
の
か
よ
ひ
ぢ
水
み
ち
て
船
わ
た
り
す
る
五
月

雨
の
頃
」
の
歌
の
抄
文
6
行
目
と
7
行
目
の
間
に
窮
屈
に
入

っ
て
い
る
フ
レ
ー
ズ

が
入
木
で
あ
る
こ
と
は
、
版
本
を
見
た
だ
け
で
も
明
白
。
入
木
部
分
を

〔

〕
で
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示
し
前
後

の
文
を
挙
げ

て
み
る
と
、
「
上
に
名
所
を
出
し
、
下
を
五
月
雨
の
頃
と

〔留
た
り
。
五
月
雨
の
頃
と
〕
い
ふ
に
心
を
付
べ
し
。
よ
く
其
頃
を
よ
め
り
」
と

あ
る
。
入
木
部
分
が
あ

っ
た
ほ
う
が
文
意
は
自
然
で
、
お
そ
ら
く
固
浄

の
清
書
原

稿
に
は
そ
の
よ
う
に
あ

っ
た
も

の
を
、

「五
月
雨
の
頃
」
と

い
う

フ
レ
ー
ズ
が
重

複
す
る
た
め
目
移
り
が
し
て
、
版
下
で
誤

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
板
木
彫
整
後
そ
の

こ
と
に
気
付
き
、
入
木
で
修
正
し
た
の
で
あ
る
。
図
版
6
は
板
木

の
残
ら
な
い
巻

九
の
15
丁
裏

の

一
部
。
こ
れ
も
原
寸
で
示

し
た
が
、
図
版
4
行
目

〔大
御
門
ノ
南

烏
丸
〕、
さ
ら
に
そ
の
4
行
後

「仁
壽
」

の

〔壽
〕
の
部
分
が
入
木
と
見
ら
れ
る
。

か
よ
う
な
所
謂

「版
木
製
作
後
に
訂
正
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
」

の
入
木
が
板
木

残
存

の
範
囲
で
先
の
刊
記
部
も
含
め
て
三
十
七
箇
所
、
板
木

の
残
ら
な
い
範
囲
で

五
箇
所
認
め
ら
れ
る
。

2

合
印
の
入
木

さ
て
、
『山
家
集
抄
』
で
は
抄
文
の
歌

の
見
出
し
に
図
版
8

(巻

一
の
11
丁
裏
)
、

図
版
9

(巻
六
の
12
丁
表
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
数
種
の
合
印
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
合
印
は
、
序
巻
の
凡
例
に
よ
れ
ば
次

の
よ
う
な
標
示
で
あ
る
。

部
分
の
錯
綜
せ
る
を
ば
、
深
き
謂
も
あ
る
べ
き
か
と
大
か
た
は
其
ま

、

置
な
り
。
尤
歳
暮
歌
中
に
紅
葉

一
首
あ
り
。
紅
葉
歌
中
に
恋

一
首
ま
じ
れ

り
。
こ
れ
ら
の
類
を
改
正
し
、
或
は
類
に
よ
り
て
雑
中
よ
り
四
季
部

へ
改

入
し
は
、
皆
中
の
印
を
附
。

一

△
の
印
を
付
し
る
す
は
、
勅
撰

の
集
に
入
し
歌
の
印
な
り
。

6

の
印
は
加
増
の
歌
な
り
。
上
に
玉
を
拾
ふ
と
云
、
こ
れ
な
り
。

女
の
印
は
考
べ
き
歌
、
又
し
れ
が
た
き
こ
と
の
印
な
り
。
傍
に
イ
何

と
付
し
は
、
古
本
に
異
考
せ
し
な
り
。

な
お
、
こ
の
凡
例
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
図
版
8

・
9
に
も
出
る
△
印
も

多
用
さ
れ
、
こ
れ
は
凡
例
に
言
う
よ
う
な
注
を
必
要
と
し
な
い
歌
の
標
示
で
あ
る
。

ま
た
、
数
と
し
て
は
多
く
は
な

い
が
、
所
々
に
語
釈
の
標
示
と
し
て
○
印

(図
版

9
参
照
)
も
使
わ
れ
る
。
以
上
、
△
女
6
中

△
0
6
種

の
合
印
を
版
本
で
拾

っ

て
み
る
と
、
序
巻
を
除
き
巻

一
～
巻
九
で
合
計
八
百
四
十
四
箇
所
に
及
ぶ
。
そ
し

て
興
味
深
い
の
は
、
残
存
板
木
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
合
印
を
調
べ
て
み
る
と
、
も

と
か
ら
彫
り
こ
ん
で
あ
る
箇
所
と
後
で
入
木
処
理
を
し
た
箇
所
と
が
あ
り
、
し
か

も
そ
れ
が
巻
に
よ

っ
て
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に

図
版
8

・
図
版
9
と
し
て
示
し
た
巻

一
の
11
丁
裏
、
巻
六
の
12
丁
表
の
該
当
箇
所

の
板
木
写
真
を
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。
図
版
12
が
巻

一
の
11
丁
裏
で
、
こ
こ
に
出

る
合
印
は
下
段
の
拡
大
写
真
か
ら
も
お
分
か
り
の
よ
う
に
、
す
べ
て
入
木
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
図
版
13
の
巻
六
の
12
丁
表
の
合
印
は
入
木
で
は
な
く
、
も
と
か
ら

彫
り
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
残
存
板
木
の
合
印
の
入
木
の
状
況
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
表
皿
と
し
て

一
覧
表
に
し
て
み
よ
う
。

表
の
欄
外
に
集
計
し
て
お
い
た
が
、
巻

一
～
四
ま
で
の
合
印
は
も
と
か
ら
彫
り

こ
ん
で
あ
る
の
が
十
六
箇
所
、
入
木
処
理
が
三
百
六
十
二
箇
所
。

一
方
、
巻
五
～

九
は
そ
れ
と
は
反
対
に
、
入
木
処
理
が
十

一
箇
所
、
も
と
か
ら
の
彫
り
こ
み
が
百

四
十

一
箇
所
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
数
量
か
ら
考
え
て
、
巻
五
～
九
の
合
印
の
入
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33 永井:『 山家集抄』の入木

表皿 『山家集抄』残存板木の合印一覧*数 字は合印の数*各 欄左の網掛けが入木 右は彫り
こみ

板木番号 巻数 丁付 D 女 0 中 m O
19 一 1 2 1 1

19 一 2 2

19 一 3
て.'唱.了.…'㌶ ・

ぐ腰 て2 1

19 一 4

晦,...

1撫 華
.____._.....
;,,: 1

840 一 5 k,'鱒,鮎 占 :::'.
',、

ゾ,h,
、≒ ℃.'、 2

840 一
6

叱r,'
…

.、.'...."γ

,;窯 ∵
,'、 「

840 一
髄"

7 1
"'
,1

,

1

840 一
8 ・薮:↓

....♂..,■ 「..

.、 ま
、

...噸.・6_.

,....暢 ・ ・

薫 、.
卜

246 一 9

.…ゆ・.》一'8;:

・
.、 接

246 一 10 ix,k !翻
,.

246 一 11

■
叱、 、 ,ぎく

s

'、

、譲ン,擢

,2.
㌔

宝'
■・.

246 一 12

_貞.., .ζ 『.'冤'

織 ㌧㌧

250 一 13
.
チ 屡'

～ 画 七'竃"i

''圭

.
・ 裏∵

250 一 14

'∵'
、 、"

,騰 ♪ 1
'3

250 一 15 講 ∴
輌..鞘岬繭aA鞘醐.

¶

1

.塀r"

.一 珍.

250 一 16 聴 な
」,■ ・ ■,

245 一 17 一f

,■

245 一 18
、 ♂、

∴ 婁.:/

254 二 1
'

・Ψ 畜'∴
}し 叱,∫N,

ゲ痴
ヤ 毛 Z

254 二 2 嘆 ～

・・肖.画し肖一 ・贈 ……

壕
・」・・ 」一 躍一

1蒙'
」,吃'H、 ・

254 二 3
τ ・..鰍Y

薫5'
ハ

。慨1、

254 二 4 '宴'

'"'三烹:∴
1…'"

で窯'己'i'四 ヤ

....7.繭輸,.層

∫欝

249 二 5 二 露! ∵ 警 。,矯':

249 二 6
・.一,繭白・.....'.

蓬'…
「

'篠

,'
」,■ ■

・'漉 七'

....:S.'.`..

249 二 7
1一噸 ・輔轡

1鷹.

......朗 噂_山.,.
'

.、.厳
.

249 二 8
嫡.肖F.岬'醐、.榊繭

論灘 ・ 黛

212 二 9 1榛 ゑ ジ鋏 丁
,,■ ■ 、.

212 二 10

白白.編蒔繭喫繭.岬』窯
ご

212 二 11 鍵:'
'壌

212 二 12 。.驚 ㍉
'
.葺 ・2'輪./M ..

839 二 13 浅 …
■.

〆s
.

」

839 二 14
『樋醐5

.

839 二 15
'

意臓',

..........................

韓,'…

:、

滋 ご濠,

839 二 16

…・・Ψ繭

=儀 、、 3∴
←、.

"獄'
A 叱叱L,

60 二 17

・6

㌧数 ・
'

'

.浅 .藷 く
60 二 18 襲 、

・ ゴ'
1一 襲 ゼr,,,、

63 三 1 3＼,、 、 Y薫'、

し 「,,■

63 三 2
...

1∴無
63 三 3 灘.

63 三 4
㌔ ー い=撃

・
,4

28 三 9
・ …

・三 ・ …

.圏 ■ 真 1隻.. 三'
竸 」… ・ 一

',

儀 ・
,、..ゴ

28 三 10
'毒
・

「,,
をゴ

'.層 髄. 嘱:..

28 三 11 ・'S

' .肖..肖.白..『『._.7 a'窯 ・
宝 、`
i

28 三 12 "

. 嘆で
ト 、 講

60 三 13
ヤ 、

一樹
、 圭、 吃

60 三 14 酒毒'

256 四 1 いマ
...・繭 一.,

ジ 蒙'、
、,

256 四 2 審愚 ま～

256 四 3 ,3}' 憲「
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34総 合 研 究 所 所 報

板木番号 巻数 丁付 D 女 6 中 0 0
256 四 4

x'、 、、

誌1ξ

248 四 5
準ZN

監 巨

'、 、、、{'、 ・ ノ▼

覧'

248 四 6
:rs

248 四 7 簿 罫
248 四 8

、

ニー

ド儀 灌
工

293 四 9
'蒙

293 四 10 ∵嬢∵
聖「 ▼"・ マ

293 四 11 講 曳
293 四 12

自、 ㍗、

し 獅 、
'㌧㌔'醐 ボ

170 四 13 縫 訟、 、
自 逢'二

170 四 14 章':隻 ・雀1:
♂、 ㌔

170 四 15

、 、'、

康 聡 、 黛
"嚢'

/
'

竪'、 二

…畷'
',

170 四 16

65 四 17
啄 マ'

65 四 18
路 、、噸 ヤ

8':. ,.2..
P、A♂

L隻 コ

65 四 19 ....

㌦ ㌔ 、

、 鞠w-、,'隻'

53 五 1 2 1 1 1 2

53 五 2
モ '馨

・ 2
'

.、 玉'
サ 1

53 五 3 5 1

53 五 4 4 2

62 五 5 5

62 五 6 5

62 五 7 5

837 五 8 5 1

837 五 9
卜 、、 、

,.,
1

昧'壌 ∴
1

837 五 10 3 詳袈 ・

837 五 11 5 2

255 六 12 3 2 2 1

255 六 13 4 2

255 六 14 6

255 六 15 3

257 六 16 4

257 六 17 6

257 六 18 5

257 六 19 4 2

20 六 20 4 ,・膨 ・

20 六 21 5 僅 ダ 、

20 六 22 5 1

20 六 23 7

258 六 24 7

258 六 25 1 2

619 七 10 4 1

619 七 11 2

838 九 24 3 1

838 九 25 1 1 2

838 九 26 1

残存板木合印 合計 入木 彫 りこみ

巻 一 ～ 四 362 16

巻 五～九 11 141
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永井 『山家集抄』の入木35

木
は

「版
木
製
作
後
に
訂
正
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
」
の
そ
れ
と
見
る
こ
と
が
出

来
る
が
、
巻

一
～
四
は
訂
正
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
巻

一
～
四
の
入

木
は
最
初
に
板
木
を
彫
る
時
に
合
印
の
箇
所
を
意
図
的
に
と
ば
し
て
行
き
、
後
で

一
括
し
て
入
木
処
理
を
し
た
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
何
故
そ
の
よ
う
な
処
置
を
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

処
理
が
彫
り
の
作
業
工
程

で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
も

見
て
お
い
た
よ
う
に
、
巻
五
～
九
は
天
明

八
年
の
京
都
大
火
以
前
に
彫
整
さ
れ
た

も

の
、
巻

一
～
四
は
大
火
後
に
補
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な

る
の
は
大
火
の
前
後
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
巻
五
～
九
と
巻

一
～
四
の
二
群
の

板
木
が
同
時
同

一
の
作
業
工
程
で
作
ら
れ
た
も

の
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
版
式
の
違
い
と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
先
に
版
下

・
目
録
を
例

に
と

っ
て
触
れ
た
が
、
そ
れ
は
図
版
8
と
図
版
9
を
並
べ
て
み
る
と

一
目
瞭
然
で
、

こ
の
合
印
も
巻
五
～
九
の
そ
れ
は
や
や
小
さ
め
で
、
巻

一
～
四
は
や
や
大
き
め
と

い
う
は

っ
き
り
と
し
た
違

い
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
巻
五
～
九
は
抄
文
の
文
字
も
小

さ
め
で
合
印
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
文
字
の
幅
に
ほ
ぼ
見
合
う
小
さ
さ
で
あ
る
の
に

対
し
、
巻

一
～
四
は
抄
文

の
文
字
が
大
き
め
に
な
り
、
さ
ら
に
合
印
が
抄
文
の
左

右
行
間

へ
は
み
出
し
が
ち
な
大
き
さ
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
違

い
が
合
印
が
入
木

か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
深
く
関
わ

っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
彫
師
の
立

場
に
立

っ
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
が
仕
事
が
し
易

い
か
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

彫
師
は
行
間
が
す

っ
き
り
と
通

っ
て
い
た
方
が
刀
を
運
び
易
か

っ
た
筈
で
あ
る
。

そ
の
作
業
工
程
を
配
慮
し
た
上
で
天
明
七
年
の
初
刻
時
に
は
、
『山
家
集
抄
』
の

版
下
は
抄
文
を
小
さ
め
に
し
て
行
間
を
と
り
、
合
印
が
行
間
に
は
み
出
さ
ぬ
よ
う

に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
が
、
大
火
後
に
巻

一
～
四
を
補
刻
す
る
に
際
し
、
そ
れ
が

編
者
固
浄

の
指
示
な
の
か
そ
れ
と
も
版
下
筆
者
の
意
図
な
の
か
は
不
明
な
が
ら
、

抄
文
も
大
き
め
に
合
印
は
さ
ら
に
大
き
め
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の

理
由
は
、
実
際
に
版
本
に
目
を
通
し
て
み
る
と
納
得
出
来
る
の
だ
が
、
巻
五
～
九

の
ス
タ
イ
ル
だ
と
合
印
が
小
さ
い
た
め
抄
文
に
紛
れ
て
見
分
け
に
く

い
と
い
う
こ

と
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
読
者
に
と

っ
て
は
有
難

い
配
慮
が
、
彫
師
に
と

っ
て
は
彫
り
に
く
い
と
い
う
迷
惑
な
結
果
を
招
く
こ
と
に

な

っ
た
。
そ
こ
で
も
う

一
度
表
皿
の
合
印

一
覧
を
御
覧

い
た
だ
き
た
い
の
だ
が
、

巻

一
～
四
の
合
印
で
も
と
か
ら
の
彫
り
こ
み
は
巻

一
に
限
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が

前
半

に
集
中
し
て
い
て
、
巻
二
～
四
の
合
印
は
す
べ
て
入
木
処
理
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
最
初
彫
り
こ
み
で
作
業
を
始
め
た
も
の

の
仕
事
が
や
り
に
く
く
、
途
中
か
ら
方
針
を
変
更
し
、
後
で
の

一
括
処
理
に
切
り

替
え
た
と
い
う
事
情
を
暗
に
物
語
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

『山
家
集
抄
』
巻

一
～
四
の
合
印
の
入
木
は
、
彫
り
の
作
業
工
程

の
効
率
化
を
優

先
し
た
、

一
度
板
木
を
彫
整
し
た
後

で
の

一
括
処
理
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

が
、

一
括
処
理
と
は
言
え
、
そ
れ
は
合
印
の
入
木
を
大
量
に
こ
し
ら
え
て
お
い
て

機
械
的
に
入
れ
る
と
い
う
単
純
な
こ
と
で
も
な
か

っ
た
ら
し
い
。
そ
の
例
を
い
く

つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。
図
版
14
は
巻

一
6
丁
表
の
部
分
。
△
印
を
上
の
匡
廓
の

一

部
と
下
の

「春
」
の

一
部
に
掛
け
た
入
木
で
あ
る
。
同
様
な
入
木
が
、
巻
二
4
丁

裏

(
△
印
を
下
の

「
今
」

の

一
部
に
掛
け
る
)
、
巻
ニ
ー5
丁
裏

(
△
印
を
下
の

「な
」
の

一
部
に
掛
け
る
)
、
巻
四
10
丁
表

(△
印
を
上
の
匡
廓
の

一
部
に
掛
け
る
)

に
も
認
め
ら
れ
る
。
図
版
15
は
巻
ニ
ー
丁
裏

の
部
分
。
6

と
△
を
重
ね
た
入
木
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が
二
箇
所
に
あ
り
、
左
側

の
方

は
△
の
左
隅
を
切

っ
て
あ

る
。
因

み
に
、
6

と
△
を
重
ね
た
ス
タ
イ
ル
の
合
印
は
全
巻
を
通
じ
て
こ
の
二
箇
所
だ
け
。
あ
る
程

度
の
機
械
的
な
処
理
も
可
能
だ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
こ
れ
ら
の
入
木
は
い
ず

れ
も
そ
の
該
当
箇
所
の
た
め
に
だ
け
仕
立

て
ら
れ
た
入
木
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

煩
預
と
も
思
わ
れ
る
工
程
を
踏
ん
で
も
、
最
初
か
ら
彫
り
こ
む
よ
り
も
後
で

一
括

処
理
し
た
方
が
全
体
の
効
率
は
よ
か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
図
版
7
に
示

し
た
よ
う
に
、
巻
三
7
丁
裏
に
は
合
印
が
必
要
な
の
に
空
白

に
な

っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
二
箇
所
あ
る
。
抄
文
7
行
目

「風
ふ
け
ど
」

の
上
に
は
△
が
、
13
行
目

「吹

風
の
」
に
上
は
6
が
入
る
は
ず

で
、
そ

の
分
の
余
白
が
あ
る
。
板
木
が
残

っ
て

い
な
い
の
で
確
認
の
し
よ
う
が
な
い
の
が
甚
だ
残
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
入
木
処

理
を
う

っ
か
り
落
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
巻
五
～
九
の
合
印
の
入
木
は
、

△
が

一
箇
所
、
6

が
二
箇
所
、
△
が
八

箇
所
で
、
△
が
最
も
多

い
。
こ
の
△
の
う
ち
巻
五
10
丁
裏
の
ケ
ー
ス
は
、
図
版

16

の
よ
う
に
、
も
と
か
ら
彫
り
こ
ん
で
あ

っ
た
△
の
左
肩
に
部
分
的
に
入
木
し
て
△

に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
巻
五
9
丁
表
の
板
木
に
は
合
印

の
入
木
が
は
ず
れ

て
し
ま

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

一
箇
所
あ
る
が
、
版
本
で
見
る
と

△
印
が
入

っ
て
い

た
は
ず
。
こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
し
て
考
え
る
と
、

△
の
入
木
は
も
と
は
す
べ
て

△
で
あ

っ
た
も

の
を
部
分
修
正
ま
た
全

面
修
正
し
た

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
巻
五
～
九
の
合
印
の
入
木
は
作
業
工
程

の
効
率
化
に
伴

っ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
板
木
彫
整
後

の
見
直
し
の
際
に
修
正
し
た
入
木
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
合
印
の
入
木

で
も
、
巻

一
～
四
と
巻
五
～
九
で
は
、

性
格
が
全
く
違

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3

序
巻
漢
文
体
の
入
木

さ
て
、
『山
家
集
抄
』
に
は
巻

一
～
四
の
合
印
と
同
様
、
彫
り
の
作
業

の
効
率

化
に
伴
い

一
括
入
木
を
し
た
と
こ
ろ
が
も
う

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
序
巻
3
丁
表

か
ら
5
丁
表
半
ば
に
か
け
て
の

「西
行
法
師
賛
」
(艸
藍
龍
公
美
述
)
と

「西
行

聖
人
伝
」

(不
可
思
議
撰
)
で
、
図
版
10
に
3
丁
表
を
原
寸
で
示
し
た
よ
う
に
こ

の
部
分
は
漢
文
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
返
り
点

・
送
り
仮
名

・
ル
ビ

・
音
訓
読

符
号
が
彩
し
く
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

い
ま
そ
の
数
を
数
え
て
み
る
と
僅
か
2

丁
半
の
間
に
五
百
三
十
三
あ
る
。
図
版
10
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
縦
横
2
粍
前
後

の
大
き
さ
で
、
ル
ー
ペ
を
使
用
し
て
も
判
然
と
し
な

い
箇
所
も
あ
る
が
、
板
木
を

仔
細
に
検
分
し
て
み
る
と
、
こ
こ
に
施
さ
れ
た
返
り
点

・
送
り
仮
名

.
ル
ビ

.
音

訓
読
符
号
は
ど
う
や
ら
す
べ
て
入
木
で
あ
る
ら
し
い
。
入
木
の
様
子
が
よ
く
分
か

る
と
こ
ろ
を
図
版
17

(4
丁
裏
)

・
図
版
18

(5
丁
表
)
に
挙
げ
て
お
こ
う
。
漢

文
表
記
は
ど
う
し
て
も
送
り
仮
名
が
右
の
、
返
り
点
が
左
の
行
間
に
は
み
出
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
彫
り
の
仕
事

の
し
に
く
さ
は
お
そ
ら
く
先
の
合
印
の
比
で

は
な
い
。
そ
こ
で
本
文
は
本
文
で
先
に
彫

っ
て
お
き
、
後
で
返
り
点

・
送
り
仮

名

・
ル
ビ

・
音
訓
読
符
号
を
入
木
で

一
括
処
理
で
行
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
僅
か
2
粍
ほ
ど
の
入
木
五
百
三
十
三
個
を
こ
し
ら
え
て
、
そ
れ
を

一
つ
一

つ
板
木
本
体
に
嵌
め
込
む
作
業
は
考
え
た
だ
け
で
も
気
が
遠
く
な
り
そ
う
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
最
初
か
ら
板
木
に
彫
り
こ
ん
で
行
く
よ
り
は
全
体
の
作
業
効
率
は

よ
か

っ
た
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
因
み
に
記
せ
ば
、
序
巻
に
は
こ
れ
以
外

に
も
返
り
点

・
送
り
仮
名

・
ル
ビ

・
音
訓
読
符
号
を
伴
う
漢
文
挿
入
箇
所
が
少
な

く
は
な
い
。
い
ま
そ
の
箇
所
を
お
よ
そ
の
行
数
で
列
記
し
て
み
る
と
、
7
丁
表
1
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行

.
18

丁

裏

6
行

・
19

丁

表

6

行

・
20

丁

表

11

行

・
25
丁

裏

1

行

・
29
丁

裏

1

行

.
30

丁
表

2
行

・
30

丁
裏

2
行

・
31
丁

裏

2
行

・
33
丁

表

3
行

で

、
合

計

35
行

ほ

ど

あ

る

。

こ

の
う

ち

19

丁

・
20
丁

・
33
丁

は

板

木

が
残

ら
な

い
の

で
判

ら

な

い

が

、

他

は

板

木

で
確

認

し

て

み

る

と

、

こ

ち

ら

の
返

り

点

・
送

り

仮

名

・
ル

ビ

・

音

訓

読

符

号

は

全

て
最

初

か

ら

の
彫

り

こ

み

で
、

入

木

で
は

な

い
。

六

他
の
例

で
は
、
『山
家
集
抄
』
の
よ
う
に
彫
り

の
工
程
を
効
率
化
す
る
た
め
に
、

一
度

板
木
を
彫
整
し
た
あ
と
で
、
入
木
を

一
括
処
理
し
た
例
は
他
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
俳
文
学
会
第
58
回
全
国
大
会
開
催
を
記
念
し
て
平
成
十
八
年

十
月
十
日
か
ら
十

一
月
十
日
ま
で
奈
良
大
学
通
信
教
育
部
棟

(現
奈
良
大
学
博
物

館
)
展
示
室
で
行
な

っ
た
板
木
を
中
心
と
す
る
出
版
史
料
展

「出
版
の
現
場
か
ら
」

の
展
示
目
録
解
説
で
、
こ
の

『山
家
集
抄
』
と
共
に
少
し
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、

漢
文
の
例
と
し
て
は
狂
詩
集

『毛
護
夢
先
生
紀
行
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
該
書
は
、

明
和
八
年
八
月
竹
苞
楼
佐

々
木
惣
四
郎
の
刊
。
も
と
は
四
丁
張
り
五
枚
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
板
木
が
二
丁
張
り
に
裁
断
し

て
残

っ
て
い
る
。
残
存
板
木
は
二
丁
張

り
五
枚
で
、
該
書
の
3
～
6
丁
と
9
～
14
丁
の
合
計
十
丁
分
で
あ
る
。
狂
詩
集

で

あ
る
か
ら
当
然
漢
文
表
記
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
板
木
に
も
や
は
り
彩
し
い
入
木

が
あ
る
。
も

っ
と
も

『毛
護
夢
先
生
紀
行
』
の
場
合
、
『山
家
集
抄
』
の

「西
行

法
師
賛
」
「西
行
聖
人
伝
」
の
よ
う
に
返
り
点

・
送
り
仮
名

・
ル
ビ

・
音
訓
読
符

号
を
全
て
入
木
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
全
体
的
に
は
最
初
か
ら
彫
り
こ
ん
で

あ
る
も
の
の
方
が
多
く
、
ま
た
入
木
も
概
ね
送
り
仮
名

・
ル
ビ
に
限
ら
れ
て
い
る
。

ハ
ナ

そ

の

一
例

を

示

そ
う

。

図

版

19

・
20
は

11
丁

表

の

一
部

。

図

版

19

二
行

目

の

「財

ナ

ン

モ
」

の

「
モ
」
、
「少
」

の

「
ナ
」
、
「連
二
」

の
返
り
点

「
一
」
が
入
木
で
、
他
は

全
て
彫
り
こ
み
。
図
版

20
は

一
行
目
の
ル
ビ

・
送
り
仮
名
が
全
て
入
木
で
、
二
行

目
は

「安

.」

の

「
シ
」
及
び

「眠
ル」

の

「
ル
」
が
最
初
か
ら
の
彫
り
こ
み
で
、

他
の
送
り
仮
名
は
入
木
で
あ
る
。
い
ま
、
白
蟻
に
食
み
つ
く
さ
れ
て
殆
ん
ど
刻
面

の
残
ら
な
い
5
丁
を
除
く
残
り
の
九
丁
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
送
り
仮
名

・

ル
ビ
の
入
木
が
二
百
二
十

一
箇
所
、
返
り
点
な
ど
の
入
木
が
十
箇
所
で
、
合
計
二

百
三
十

一
箇
所
と
な
る
。
こ
れ
も
や
は
り
修
正
と
い
う
範
囲
で
収
ま
る
よ
う
な
数

量
で
は
な
く
、
後
で
補
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
入
木
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先

の
展
示
目
録
に

「微
細
な
ル
ビ
な
ど
は
、
彫
れ
る
と
こ
ろ
は
彫

っ
て
、
彫
り
に
く

い
箇
所
は
と
ば
し
て
行
き
、
あ
と
で
入
木
で
補

っ
た
の
で
は
な

い
か
と

い
う
印
象

を
受
け
る
。
そ
う
す
る
ほ
う
が
、職
人
は
仕
事
が
し
易
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。」

と
述
べ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
『山
家
集

抄
』
の
合
印
の
入
木
に
類
似
し
た
例
と
し
て
は
、
文
政
堂
蔵

の

「高
野
版
」
(現

当
主
藤
井
佐
兵
衛
氏
談
)

の
経
典
の
板
木
、
『山
家
集
抄
』
『毛
護
夢
先
生
紀
行
』

と
同
様
竹
苞
楼
旧
蔵
の
明
治
期
刊

『標
注
文
章
軌
範
纂
評
』
の
板
木
に
微
細
な
○

印
を

一
括
入
木
し
た
と
見
ら
れ
る
例
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
行
け

ば

い
く
ら
で
も
出
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

以
上
、
『
山
家
集
抄
』

の
残
存
板
木
を
中
心
に
、
彫
り
の
作
業
工
程
効
率
化
の

た
め
合
印
や
漢
文
の
返
り
点

・
送
り
仮
名

・
ル
ビ

・
音
訓
読
符
号
な
ど
彫
り
に
く
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い
と
こ
ろ
を
後
で

一
括
処
理
す
る
と

い
う
入
木
の
手
法
が
あ

っ
た
こ
と
を
見
て
来

た
の
で
あ
る
が
、
大
量
の
板
木
を
眺
め
て

い
る
と
、
入
木
に
は
ま
だ
他
に
も
幾

つ

か
の
使

い
方
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
来

て
い
る
。
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま

た
…機
会
を
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

平
成
十
九
年
八
月
晦
日

記

*
こ
の
稿
は
平
成
十

八
年
度
奈
良
大
学
研
究
助
成

に
拠

る
も

の
で
あ

る
。

総 合 研 究 所 所 報
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図4巻 四11丁 裏(×0.5)同右 部分(原 寸)図5

、△
水
譲

戸

鋤
遷
・零

氷

マ

榔

n

、

樋縫

魏

鱗
矯
岬
鵬
3
セ
ー

㌔箆

o
い

零
ミ

わ
,湾
?

葵

て

・み

霞
一と
す
り久
メ

、猷
章

帽重
(乙

痴雛
訴
驚
馴
懸

ω脅
ム

段
℃
、獲

詠

η

ヤ

ろ

ハ
緯
『
の

ろ
亥

ア
7

～

潔
ろ
葺
↑

ー
.颪

拭

転
㌢

孕

塗
寡

の
こ
ろ

△
・農

れ

釜

月
ハ

ナ
ヘム
γ
＼
濤
フ
＼
"イ

勝

き

傲
適

亥
ー
襯
欝

隔

の
虞
蜜

了
徹

11

ず

く
の
尋

叶

㌣

て

鐸
難

断
鱒
韓
わ
男
ろ
痴

集

、九

乃

ー

・議

ー
ユ
凶

η
五

と

う息

質

婆

ま

毘
つ
2
4
け
環

綬

診

り
の
勿

・マ

へ

ら
ー

巳(
も

兆
n
乃

タ
7ユ
墓

マ

い
ぶ

り
餐

7

ー
ゆ
L
ー
ム
・」猷

ラ
ろ

み
透

、零

泰

で

猷

隷
袋》

』
℃

ー

二
ず
～

、
＼

図6巻 九15丁 裏 部分(原 寸)図7巻 三7丁 裏(×0.5)

げ
詮

陪
夏

皐
ん
詐

十
一
穐
♂
り
醗
奪

丑
震

董

芽
多
縁
あ
(
や
見
孕
九
ズ

蕩
艇
楓
り
係

く
・て
ぐ

使

』禽

く

ノ
〉
り
5
露
を
ソn

重

牽
亀
七
徳
潅

幽

よ
交

魅獲

…

参
・
り
あ
(

肉
・肇

》ヰ
ゐ
含
怒
ワ
ぼ

↑

孝
努

ろ
◎

ち

申

段

ぶ

奏

讐

室
二
疲

鍛
話
面
死
夜

有
笑

竹
毒
女

陀

訟
ξ

ふ
ち
羨

ハ
偽
竹

隻
寄
ろ
5

◎
舌
介

丸
彪

ゑ

著

薦
塔

峯

"郭

ム
年
革
内

きぴ
ナヨ

ま

ヨ

の
ゴづ

も　

コ
ノ　
コタ
ユ　
　ミ
レ

ζ
霧

も

号

蓬

暑

㌢

?

て

イ

途

受

捌

趨

～

"
ん

蓑

麟

篇
郵

ー

〆耽
や
吟
諭
マ

盆

ノハ
いで
ち
と
垂

砂
く
銚
毫

～
セ

ウ
ん
?

惹

,

～
¢
ρ
7
く
肇

く

縫

の襲

煽
碁
ー
塗

謬
轡
ゐ
璽

ら

《
纂

右

、垂

ー

鑓

賀

弩

犠

吹
旛

の
文
ぐ
ふ
を

あ
オ
甑

珍
裂
季

ー

、ん
肇

ギ
ィ
リ
ノ
分

詳

マ
舎

拭

吹
鶉

ま
求
転
喚

ゐ
ん
ぢ
起
象

～
へを
ー
」
さ

(

触

が葛

nろ

ぐ
の
ま

の
粥
セ
£
～
義
Y
蓼

～
邸
hを
ー

メ
～八
姻
㌘

マ
『7
箆
㌘

裁
す

に
痢
を

ろ
し
細
6
Y
魅
改
奄

く
も
う
あ

マ

ー

わ
'る
々
払軌
乏

あ
Y
ア
ク
Y
乞
警

琶

峯

ザ
ー

一167一
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図8巻 一11丁 裏(原 寸)
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図9巻 六12丁 表(原 寸)
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図10序 巻3丁 表(原 寸)
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図13巻 六12丁 表の板木(部 分)
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45 永井:『 山家集抄』の入木

図12巻 一11丁 裏の板木(部 分)
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図14巻 一6丁 表の板木(部 分)
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